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全専各連第５４回定例総会・第１０２回理事会開催

『１条校化運動』の推進を決議

【第１号議案　平成１８年度事業計画案（審議事項）】

＜平成１８年度運動方針案＞

　川越宏樹総務委員長が、課程別設置者別部会の平成１８年

度運動方針案、ブロック会議の決議事項などを参考に総務

委員会で検討した内容を説明。主な事項は次のとおり。

（１）基本方針（ポイント）：専修学校及び各種学校が職業

教育の中核を担う教育制度上の「学校」として明確に位置

づけられるために、学校教育法の根本的な整備を求めるこ

と、すなわち「１条校化の運動」の推進を表明する。

（２）重点目標：漓職業教育体系の構築に向けた専修学校

及び各種学校の根本的な法整備の実現、滷専修学校及び各

種学校の一層の地位向上に向けた制度改革等の推進、澆専

修学校及び各種学校と他の学校種との格差是正、潺職業教

育に対する対外的な啓発活動の推進、潸専修学校及び各種

学校に対する各省庁施策の充実、澁公的年金の一元化にお

ける私学共済の今後のあり方への対応、澀専修学校及び各

種学校の教育の維持・向上、潯専修学校及び各種学校に対

する激甚災害法の早期適用、潛全国及び都道府県協会等の

組織強化と課程別設置者別部会の活性化。

　また、重点目標の達成には、専修学校等振興議員連盟に

　２月２２日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として、

全専各連第５４回定例総会・第１０２回理事会が開催された。出

席者は委任状を含めて１５７名。

　清水信一総務委員の司会で、八木和久副会長の開会の言

葉に続きあいさつに立った中込三郎会長は、「本日は１条校

化に向けての特別な総会である。昨年の高度専門士の称号

並びに大学院入学資格付与の制度改正については、会員の

皆様のご協力、文部科学省のご尽力に感謝を申し上げたい。

しかし、高等専修学校卒業者の大学入学、専門学校卒業者

の大学編入学、大学院入学等、学校間相互の乗り入れが可

能となっているにもかかわらず、未だに１条校との様々な

格差が残されている。専修学校及び各種学校の繁栄と、学

生生徒のために、我々は制度上『学校』として位置づけら

れるよう運動していかなければならない。また、そのため

には自己点検・評価等により、自分たちの学校の見直しを

図ることも必要だろう。１条校化の方針については本日の

総会で決議され次第、直ちに運動を展開していきたい」と

述べた。

　続いて来賓の澤川和宏文部科学省専修学校教育振興室長

からあいさつを兼ねて、漓昨年９月に実現した一定の要件

を満たした４年制専門学校卒業者に対する高度専門士の称

号並びに大学院入学資格付与、滷ｅラーニングの履修範囲

の緩和に係る専修学校設置基準等の一部改正、澆平成１８年

度専修学校関係予算、税制改正要望の結果（専修学校に係

る勤労学生控除の対象範囲拡大）等、専修学校を取り巻く

現状について、配布資料にもとづき説明が行われた。高度

専門士、大学院入学資格の申請年度等について質疑応答が

行われた後、公務により澤川室長は退席。

　議長団には、常任理事会の推薦候補者である中村徹常任

理事が議長、田中由規理事が副議長に選出された。議長が

会議の有効な成立を確認した後、議事録署名人には千葉雅

保理事と鶴登美子理事を選任し、提出議案の審議に入った。

総会であいさつ
する中込三郎 
全専各連会長
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６月の定例総会で提案する旨を説明した。

（４）「職業教育の日」実行委員会：秋葉英一実行委員長

が、都道府県の行う記念事業に対する寄附金申請は、平成

１５年度が２２都道府県、１６年度は３５都道府県、１７年度は３６都

道府県と順調に推移しており、次年度も引き続き寄附金の

支出を行うと述べた。

　１条校化への期待や運動の方法論、各ブロック会議等で

の説明の徹底について意見交換が行われ、異議なく拍手承

認された。

【第２号議案　平成１８年度収支予算案（審議事項）】

　細谷財務委員長が会計基準の変更、一般会計の立案方針

（当期収支差額の圧縮への対応）、各科目について説明。

一般会計は事業活動収入合計１３８,５００,０００円、事業活動支出

合計１６０,８７０,０００円、事業活動収支差額マイナス２２,３７０,０００

円。投資活動収入計２４,７００,０００円、投資活動支出計

５,４００,０００円、投資活動収支差額１９,３００,０００円。予備費支出

２,０００,０００円、前期繰越収支差額２４,６９２,８７８円、次期繰越収

支差額１９,６２２,８７８円。公益法人会計基準の変更について事

務局から補足説明が行われた後、１条校化の運動に関する

費用について質疑応答が行われ、異議なく拍手承認された。

【平成１７年度事業中間報告（報告事項）】

　配布資料に基づき事務局が報告を行った。

　提出議題の審議、報告が全て終了して議長が降壇。中島

利郎総務担当副会長が、１条校化に向けての役員会、委員

会での現在までの取り組みについて説明し、今後は都道府

県協会等、会員校の協力を得て運動を進めていきたいと述

べた。最後に、坪内孝満副会長が閉会の言葉を述べ、総会

を終了。

　また、総会終了後に開催された懇親会では、来賓の町村

信孝衆議院議員・専修学校等振興議員連盟会長、闍橋道和

文科省生涯学習推進課長があいさつ。活発な情報交換が行

われ、盛会のうちに全日程を終了した。

積極的に働きかけて支援を得ることが重要であるとし、推

進組織として、「１条校化のための推進会議（仮称）」を設置

し、議連への働きかけ、会員への理解促進にかかる具体的

な方策の検討等を行うことを提案。

　さらに、１条校化運動に関する会員への情報提供につい

ては、各ブロック会議や都道府県単位の会議において説明

を行い、ホームページ等も利用して周知を図っていきたい

と述べた。

＜各委員会活動方針＞

（１）総務委員会：川越総務委員長が、基本方針や重点目

標に掲げた各項目について、小委員会を組織して担当する

課題について研究、対応を図ることを、また「激甚法」、

「格差是正」、「自己点検・評価」、「厚生労働省」、「広報」

については、各担当委員が活動方針を説明した。

（２）財務委員会：細谷秋男財務委員長が、組織委員会と

連携して、会費徴収のあり方を検討していきたいと説明。

（３）組織委員会：小林光俊組織委員長が、会の安定的な

運営を行うために、組織の強化、活性化を検討していくこ

と、全国専門学校青年懇話会の所管について、また会長の

諮問事項「定例総会の開催数と理事会の運営」については、

町村信孝衆議院
議員・専修学校
等振興議員連盟
会長からは懇親
会で祝辞をいた
だいた

　平成１８年度文部科学省関係税制改正要望のうち、専修

学校各種学校関係の結果は以下のとおり。（平成１８年度税

制改正大綱・平成１７年１２月１５日）

　漓専修学校等に係る勤労学生控除の対象範囲の拡大

（所得税、個人住民税）

　勤労学生控除については、学校の設置形態により、専

修学校・各種学校の学生生徒の一部について、適用の対

象外となっていた。

　全専各連では、「個人立専修学校等に係る勤労学生控除

の対象範囲の拡大」を税制改正要望事項とし、文部科学

省との連携により運動を行った結果、生徒数など一定の

要件を満たす個人立等専修学校・各種学校の学生生徒に

ついても勤労学生控除の適用対象となった。

　滷学校法人等に係る寄付税制の拡充（所得税）

　小口の寄付金の増加による学校法人等の経営基盤の強

化と教育研究活動の活性化等を期待して、個人寄付者に

係る所得控除の適用下限額の引き下げを行うもの。

　これにより、学校法人等の法人に対する寄付金につい

て、【寄付金額（所得の３０％まで）－５,０００円】が所得か

ら控除されることとなった。

平成１８年度税制改正要望の結果　勤労学生控除の対象範囲拡大



広報全専各連第１２８号 平成１８年３月１４日 ３

　平成１８年度の政府予算案が１２月２２日に閣議決定され、専
修学校関係予算案は、対前年度比１,６６０万円（１.３％）増の
１３億３,８３１万円となった。
　新規予算として、「専修学校におけるＮＰＯ団体等と連携
したニートに対する職業教育支援事業」に対し、１億
６,５５３万円が計上された。専修学校とニートを支援してい
るＮＰＯ団体等による連絡協議会を立ち上げ、ニートに対
する社会的自立を目指した職業教育を支援するもの。内容
としては、（１）連絡協議会の設置（ニートの希望する職種
を踏まえたカリキュラムの検討や、進学相談体制の整備）、
（２）自立支援アドバイザーの配置（進学相談や学習相談
等の適切なアドバイスを実施する専門のアドバイザーの配
置）、（３）ニート等若者に対する講座の開講等（将来の希

望や適性に合わせた少人数制の授業、専修学校の体験授業
を約１ヶ月間のコースで開講）、（４）成果の普及、となっ
ている。
　もうひとつの新規予算は「専修学校社会人新キャリアア
ップ教育推進事業～中高年職業人・女性の能力再開発の支
援～」で１億９,９９９万円。定年を迎え退職する中高年や子
育て等のために就業を中断した女性を対象にしたキャリア
アップ教育のためのプログラムの開発を支援し、専修学校
への取組の普及を図るもの。主な事業の内容は、（１）企画
委員会の設置、（２）講座実施の委託（以下の講座を各４０名
程度の受講生を対象に実施漓スキルアップ・専門技術習得
コース、滷管理能力向上コース、澆起業家コース、潺女性
再チャレンジコース）、（３）成果の普及。

文部科学省　平成１８年度専修学校関係予算案
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　２月２２日、東京都・アルカディア市ヶ谷において本年度

第４回目の全専各連常任理事会を開催した。

　中込三郎会長が開会にあたりあいさつを行い、続いて議

長選出となり、会則第３２条により中込会長が議長に就任し

議事に入った。

　審議事項として総会に提出する「第１号議案　平成１８年

度事業計画案」、「第２号議案　平成１８年度収支予算案」の

各提案事項について審議を行い、提案どおり総会に上程す

ることとなった。また、中込会長から組織委員会に対して

「重要な運動に対して必要な経費が支出できるよう、定例

総会の開催数と理事会の運営について検討」するよう諮問

があった。続いて「その他」として、会則第２４条に従い、

総会に推薦する総会議長、副議長の候補者の選出について

審議がなされた。

　次に報告事項として、平成１７年度事業中間報告が行われ、

　平成１７年１２月９日、文部科学省は一定の基準を満た

した４年制専門学校１１９校、１９２課程に高度専門士の称

号並びに大学院入学資格を付与することとし、官報で

告示した。この告示は、平成１７年９月９日に施行され

た「専修学校の専門課程の修了者に対する専門士及び

高度専門士の称号の付与に関する規程」並びに「学校

教育法施行規則の一部を改正する省令」に基づく初め

てのものである。

　今回、高度専門士の称号並びに大学院入学資格が付

与された分野別学科数は、医療１０８学科、工業３４学科、

商業実務３１学科、文化・教養８学科、教育・社会福祉

４学科、衛生３学科、農業と服飾・家政がそれぞれ２

学科となっている。（文部科学省調べ）

　２月２３日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として全

国学校法人立専門学校協会の平成１７年度定例総会と理事会

が合同で開催された。出席者は委任状を含め１７４名。

　氏原憲二総務運営委員の司会により開会。岩崎幸雄副会

長の開式の言葉に続き、中込三郎会長が「全専各連と連携

し、専門学校等の１条校化を推進することが本協会の最重

要課題である」と開会あいさつを述べた。

　続いて来賓として澤川和宏文部科学省専修学校教育振興

　平成１７年度の留学生受け入れの概況が、平成１７年１２月独

立行政法人日本学生支援機構から公表された。専門学校に

在籍する留学生は２５,１９７人と３年連続で２万人を超え、４

年連続で過去最高を記録した。昨年度と比較すると１,３６４

人（５.７％）増で、全留学生に占める割合は２０.７％となって

いる。

　留学生数全体では１２１,８１２人で前年度比４,５１０人（３.８％）

増と過去最高を７年連続で更新し、初めて１２万人を超えた。

大学留学生数は６１,１５２人で前年度比２,８２８人（４.８％）増、

大学院留学生数は３０,２７８人で前年度比７６４人（２.６％）増、

また短期大学留学生数は３,０９１人で前年度比３９０人（１１.２％）

減となった。

　出身国別でみると、中国が８０,５９２人、前年度比２,８７９人増

で全体の６６.２％と３分の２を占めている。２位の韓国は

１５,６０６人、前年度比７３人増で全体の１２.８％。３位の台湾は

４,１３４人、前年度比３８人増で全体の３.４％。上位３国で全留

学生に占める割合は８２.４％に達し、出身地域別ではアジア

地域からの留学生が１１３,６４４人と全体の９３.３％を占めている。

定例総会に先立ち常任理事会で議案審議
「１条校化の運動」についての意見交換や「公益法人改革

について」の情報交換を行い、会議を終了した。

高度専門士、大学院入学資格付与　官報告示

専門学校留学生
３年連続２万人を超過

全国学校法人立専門学校協会　定例総会
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室長が、高度専門士の称号並びに大学院入学資格の付与、

ｅラーニングの拡充にかかる専修学校設置基準等の一部改

正、平成１８年度専修学校関係予算・税制改正等について説

明を兼ねて、あいさつを述べた。

　議長団には会則第１９条第３項により中西義裕常任理事・

総務運営委員を議長、岡本比呂志常任理事・総務運営副委

員長を副議長に選出。議長が会議の有効な成立を確認した

後、議事録署名人に山本恒雄常任理事と佐竹茂市常任理事

を選出して議事に入った。

【第１号議案　平成１８年度事業計画案（審議事項）】

【第２号議案　平成１８年度収支予算案（審議事項）】

　第１号議案、第２号議案について一括審議を行い、第１

号議案については、秋葉英一常任理事・総務運営委員長が

配付資料に基づき運動方針案、事業計画案の内容を説明。

特に、全専各連と連携して専門学校等の１条校化を推進し、

専門学校を頂点とした新たな職業教育体系を構築する方向

性を訴えていくことを提案した。続いて齋木寛治常任理

事・財務委員長、武田哲一常任理事・留学生委員長が各委

員会活動方針を説明した。

　第２号議案については、齋木常任理事・財務委員長が配

布資料に基づき各科目の内容を説明。

　両議案ともに、専門学校等の１条校化に向けての方法、

雇用対策の推進に関して意見が述べられたほかに特に質疑

はなく、出席者全員異議なくこれを拍手承認した。

　以上により、議長が全ての審議事項が承認されたことを

確認し、降壇した。

　最後に吉田松雄副会長が閉式の言葉を述べて、総会の全

日程を終了した。

　なお、定例総会前に常任理事会が開催され、上記の提出

議案の審議を行った。
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第２１回全国専門学校卓球選手権大会

　第２１回全国専門学校卓球選手権大会（全国専門学校卓球

連盟主催、文部科学省、全国専門学校体育連盟、全専各連

後援）が１２月２日から３日の２日間、東京都・駒沢オリン

ピック公園総合運動場で開催された。

　全国から予選を勝ち抜いた、１４都県、約２００名が参加。

団体戦の結果は以下のとおり。

　＜男子の部＞優勝：埼玉県（ホンダインターナショナル

テクニカルスクール）、準優勝：福岡県（公務員ビジネス専

門学校）、第３位：愛知県Ａ（トヨタ名古屋整備専門学校、

東海工業専門学校、名古屋工学院専門学校）、東京Ａ（ト

ヨタ東京整備専門学校）、＜女子の部＞優勝：東京Ａ（日本

ウェルネススポーツ専門学校、アクト情報ビジネス専門学

校、東京製菓学校、国際理容美容専門学校、日本工学院八

王子専門学校）、準優勝：愛知県（名古屋工学院専門学校、

名古屋外語専門学校、大原簿記専門学校、安城生活福祉高

等専修学校）、第３位：鹿児島県（鹿児島ハイテク専門学

校）、埼玉県Ａ（大原学園大宮校）

　第２３回全国専門学校英語スピーチコンテスト（全国語学

ビジネス観光教育協会、全専各連、専教振主催、文部科学

省ほか後援）が１２月４日、東京都・豊島公会堂で開催され

た。

　全国から学内予選を通過した１４人が出場。受賞者、テー

マは以下のとおり。

　【文部科学大臣賞】和歌淳子（大阪府・大阪外語専門学

校）「生きる喜び」、【全国語学ビジネス観光教育協会理事

長賞】荒深麻菜美（愛知県・トライデント外国語専門学校）

「澄んだ目でみつめて」、【毎日新聞社賞】御園麻衣（東京

都・トラベルジャーナル旅行専門学校）「私の大切なもの」、

【入賞】宇井優子（東京都・専門学校日本ホテルスクール）

「子供達を真実の世界へ」、辻塚久美子（福岡県・専修学校

麻生外語観光カレッジ）「夢が意味するもの」、【特別賞】永

田マイカ（神奈川県・外語ビジネス専門学校）「ストリー

トチルドレン」

　第１２回全国専門学校バレーボール選抜優勝大会（全国専

門学校体育連盟、全国専門学校バレーボール連盟主催、全

専各連後援）が１２月１６日から１８日の３日間、埼玉県・草加

市スポーツ健康都市記念体育館で開催された。

　男女各８チームで優勝が争われ、結果は以下のとおり。

　【男子の部】優勝：関西選抜、準優勝：北海道選抜、第

３位：関東選抜、【女子の部】優勝：関東選抜、準優勝：

関西選抜、第３位：北海道選抜

第１２回全国専門学校バレーボール選抜優勝大会

第２３回全国専門学校英語スピーチコンテスト
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　第１４回全国専門学校ロボット競技会（全国専門学校情報

教育協会、専教振主催、文部科学省、経済産業省ほか後

援）が、１２月１７日から１８日の２日間、東京都・工学院大学

専門学校で開催された。

　大会テーマは「スチール・ファイト」。全国から１４校６７チ

ームが参加し、自慢のロボットを競い合った。主な結果は

以下のとおり。

　＜有線型ロボット対戦競技＞優勝：大阪工業技術専門学

校（大阪府）ロボット名：シン、準優勝：浜松情報専門学

校（静岡県）ロボット名：疾風迅雷、第３位：中日本航空

専門学校（岐阜県）ロボット名：ガルフ・ストリーム、＜

自律型ロボット対戦競技：ソフトウェア部門＞優勝：名古

屋工学院専門学校（愛知県）ロボット名：ＳｔａｇＢｅｅ

ｔｌｅ、準優勝：中日本航空専門学校（岐阜県）ロボット

名：ｃｎＡ.Ｇ.Ｌ.Ｓ、第３位：日本工学院八王子専門学校

（東京都）ロボット名：ジャンヌアルテスＣＯ、＜自律型

ロボット対戦競技：ハードウェア部門＞優勝：中央工学院

専門学校（群馬県）ロボット名：凸トラ、準優勝：大阪工

業技術専門学校（大阪府）ロボット名：ブラザーホリベ、

　第１８回全国専門学校日本語学習外国人留学生日本語弁論

大会（全国専門学校日語教育協会主催、全専各連ほか後

援）が１月２７日、大阪府・大阪科学技術センターで開催さ

れた。

　全国から１７人が出場。受賞者、テーマは以下のとおり。

　【最優秀賞】ＫＥＹＳＨＡ　ＢＡＹＮＥＳ（アメリカ）（大阪府・

関西外語専門学校）「大問題」、【優秀賞】林垠廷（韓国）

（神奈川県・外語ビジネス専門学校）「私を変えたあの日」、

【審査員特別賞】ＤＨＩＳＨＡＮ　ＮＩＲＡＵＲＡ（ネパール）

（埼玉県・中央情報専門学校）「婉曲表現は『やさしさ』なり」

　２月９日、「服の日」の記念行事が東京都・アルカディ

ア市ヶ谷で開催された。（財）日本ファッション教育振興協

会、全国服飾学校協会主催、専教振協力、文部科学省、経

済産業省ほか後援。

　当日は第２１回全国服飾学校ファッション画コンクール表

彰式・服飾教育功労者顕彰ならびに記念パーティが行われ

た。

　ファッション画コンクール入賞者・服飾教育顕彰受賞者

は以下のとおり。

【ファッション画コンクール入賞者】

　▽文部科学大臣賞　向山真衣子（文化服装学院）▽経済産

業大臣賞　久野淳美（文化服装学院）▽文部科学省生涯学習

政策局長賞　田島由理（香蘭ファッションデザイン専門学

校）、丸岡一海（山本学園情報文化専門学校）▽経済産業省

製造産業局長賞　驂郷有香（文化服装学院）、泉由真（阪神

家政高等専修学校）▽繊維ファッション産学協議会理事長

賞　村田泉（ドレスメーカー学院）、平山大智（大宮文化デ

ザイン専門学校）▽専修学校教育振興会理事長賞　泉亜希

（マロニエファッションデザイン専門学校）、河村愛美（山

本学園情報文化専門学校）▽日本ファッション教育振興協

会会長賞　中嶋英徳（石田あさきトータルファッション専

門学校）、鶴田祐里香（山本学園情報文化専門学校）▽全国

服飾学校協会会長賞　村尾しずか（上田安子服飾専門学校）、

藤原みのり（大垣文化総合専門学校）▽優秀賞　猿谷真奈美

（北海道文化服装専門学校）、宇塚有理（北海道文化服装専

門学校）、江口絢子（織田デザイン専門学校）、竹村佳祐（専

門学校東京メディアアカデミー）、奈良沙織（専門学校東京

メディアアカデミー）、佐藤衣里子（東京ファッション専門

学校）、片見美栄子（ドレスメーカー学院）、並木靖子（ドレ

スメーカー学院）、江川智子（文化服装学院）、木下和美（文

化服装学院）、中村綾見（文化服装学院）、長坂理砂（文化服

装学院）、大塚典子（文化服装学院）、佐川奈緒子（目白デザ

イン専門学校）、平澤州（横浜ｆカレッジ）、中村こずえ（松

本衣デザイン専門学校）、粟野亘（愛知文化服装専門学校）、

大柴佐妃（上田安子服飾専門学校）、近藤絵理（神戸ファッ

ション専門学校）、金谷亜依（松山女学院専門学校）、内田

千絵美（川口文化服装専門学校）、内田菜々子（江東服飾高

等専修学校）、鈴木愛美（山本文化服装学院）、安井万貴（大

垣文化総合専門学校）、伊藤美紀（山本学園情報文化専門学

校）、田中咲子（明美文化服装専門学校）、水野亜美（豊橋フ

ァッション専門学校）、村上美穂（東洋学園高等専修学校）、

藤村彩（小井手学園広島ファッションビジネス専門学校）、

崎饌麻里奈（立修館高等専修学校）▽佳作　石井弾（北海道

文化服装専門学校）、菅原奈美（宮城文化服装専門学校）、

第３位：中央工学院専門学校（群馬県）ロボット名：おく

らほまみきさー？第１４回全国専門学校
ロボット競技会

第１８回全国専門学校日本語学習外国人留学生日本語弁論大会

「服の日」の記念行事・記念パーティ
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平山美奈子（ドレメファッション芸術専門学校）、柴闢春名

（山形女子専門学校）、鈴木可奈子（国際ビューティ・ファッ

ション専門学校）、内藤久美（織田デザイン専門学校）、鈴

木掌（華服飾専門学校）、筧田陽菜（華服飾専門学校）、稲村

美咲（専門学校東京メディアアカデミー）、東岡里奈（専門

学校東京メディアアカデミー）、西村茉莉花（専門学校東京

メディアアカデミー）、五反田華子（東京田中千代服飾専門

学校）、周迪（東京田中千代服飾専門学校）、齋藤弥子（東京

服装文化学院）、池田直子（ドレスメーカー学院）、芥川典子

（ドレスメーカー学院）、青木俊典（ドレスメーカー学院）、

北山広美（ドレスメーカー学院）、大河内朋子（ドレスメー

カー学院）、青木愛友美（ドレスメーカー学院）、石川麻由

（文化服装学院）、渡辺寛子（文化服装学院）、松岡奈津希

（文化服装学院）、唐木真由美（文化服装学院）、渡邊巧（文

化服装学院）、後藤彩（文化服装学院）、川島詩織（弥生ファ

ッションデザイン専門学校）、中嶋理紗（専門学校ファッシ

ョンカレッジ桜丘）、寺田寛子（専門学校ファッションカレ

ッジ桜丘）、平川由梨（専門学校ファッションカレッジ桜

丘）、須藤由子（東京モード学園）、小池香名（東京モード学

園）、加藤広子（東京モード学園）、土屋佳史（東京モード学

園）、並木智恵（目白デザイン専門学校）、澤井千尋（専門学

校金城ファッションカレッジ）、室崎友里恵（専門学校金城

ファッションカレッジ）、南有希（専門学校金城ファッショ

ンカレッジ）、城村陽子（専門学校金城ファッションカレッ

ジ）、宮口礼菜（専門学校金城ファッションカレッジ）、吉

田仁美（専門学校金沢文化服装学院）、山内ちはる（専門学

校福井文化服装学院）、高橋元康（岡学園長野ファッション

カレッジ）、伊藤勝哉（岡学園長野ファッションカレッジ）、

シルバ・ジルマーラ（大垣文化総合専門学校）、寺倉奈緒（大

垣文化総合専門学校）、立栄知里（明美文化服装専門学校）、

神野智也子（豊橋ファッション専門学校）、中谷洋子（豊橋

ファッション専門学校）、小野亜矢子（ファッション専門学

校常磐女学院）、浅野智代（ファッション専門学校常磐女学

院）、藤木亜友美（ファッション専門学校常磐女学院）、佐

藤さくら（中部ファッション専門学校）、河合瑞乃（中部フ

ァッション専門学校）、長内晴香（中部ファッション専門学

校）、美頭サトミ（高桑服装専門学校）、山口弥生（名古屋服

飾専門学校）、成原智代（名古屋服飾専門学校）、廣瀬美佐

（名古屋服飾専門学校）、古川友美（名古屋服飾専門学校）、

伊藤三奈美（名古屋ファッション専門学校）、近藤亜耶（名

古屋ファッション専門学校）、石黒あざみ（愛知文化服装専

門学校）、辻真美子（ディーズファッション専門学校）、植松

夕季（ディーズファッション専門学校）、和田真実（阪神フ

ァッション工芸専門学校）、仁部香織（東洋ファッションデ

ザイン専門学校）、西垣香菜（マロニエファッションデザイ

ン専門学校）、寺澤有理江（マロニエファッションデザイン

専門学校）、弘津加奈子（マロニエファッションデザイン専

門学校）、川野政一郎（マロニエファッションデザイン専門

学校）、村上典史（マロニエファッションデザイン専門学

校）、野中麻未（大阪文化服装学院）、益田実代子（大阪モー

ド学園）、土谷さやか（上田安子服飾専門学校）、米田佳世

（上田安子服飾専門学校）、竹内宏美（上田安子服飾専門学

校）、田中亜紀（東洋きもの専門学校）、猪股弓人（神戸ファ

ッション専門学校）、長岡理奈（神戸ファッション専門学

校）、上埜世里奈（神戸ファッション専門学校）、岡田多美

（専門学校広島アートファッションアカデミー）、青田麻友

子（石田あさきトータルファッション専門学校）、則貞奈美

（石田あさきトータルファッション専門学校）、笹岡陽介

（石田あさきトータルファッション専門学校）、東美里（石

田あさきトータルファッション専門学校）、大城このみ（小

井手学園広島ファッションビジネス専門学校）、瀬在丸有

紀（香蘭ファッションデザイン専門学校）、小茅茜（香蘭フ

ァッションデザイン専門学校）、小林博子（ヒロ・デザイン

専門学校）、数馬美佳（山形女子専門学校）、武田あい（山形

女子専門学校）、柳沼香（今泉女子専門学校）、鈴木智子（磐

城高等商業学校）、荒巻奈緒美（彰華学園総合専門学校）、

小西由美子（川越文化ファッション専門学校）、猪瀬あかね

（大宮文化デザイン専門学校）、三樹亜里奈（大宮文化デザ

イン専門学校）、三宮大輝（中山学園高等学校）、磯野茜（中

山学園高等学校）、吉田美紀（中山学園高等学校）、相田美

奈（江東服飾高等専修学校）、木村友美（二葉ファッション

アカデミー）、鈴木あずさ（二葉ファッションアカデミー）、

古蔵みなみ（大垣文化総合専門学校）、鈴木里依（豊橋ファ

ッション専門学校）、鐡岡厚（高桑服装専門学校）、久代紗

由里（鴻池学園高等専修学校）、荒武舞（鴻池学園高等専修

学校）、四方美帆（東洋学園高等専修学校）、岡本寛子（東洋

学園高等専修学校）、北藤美沙貴（東洋学園高等専修学校）、

山本美晴（神戸女子洋裁専門学校）、末田梨奈（小井手学園

広島ファッションビジネス専門学校）、饌闢照（立修館高等

専修学校）、岸田薫（フヂ服飾デザインスクール）　

【服飾教育顕彰受章者】

　▽服飾教育文化章　阿部千枝子（茨城県）、鈴木惠（千葉

県）、米山千恵子（東京都）、山本光子（富山県）、舩迫千鶴

子（長野県）、高田とし子（岐阜県）、笹田陽子（静岡県）、出

目幸子（滋賀県）、吉川志津子（奈良県）、先本啓子（広島県）

　▽服飾教育功労章　青山裕子（北海道）、佐竹恵子（宮城

県）、浜村惠子（山形県）、大貫輝（栃木県）、簗島愛子（群馬

県）、中村節子（埼玉県）、閏間正雄（東京都）、大竹通夫（東

京都）、松本トシ子（東京都）、丹野千賀子（東京都）、牟田

園美智子（東京都）、林照江（長野県）、八木和久（愛知県）、

北川町子（大阪府）、中川美知子（兵庫県）、玄道良浩（広島

県）、中井ミヨ子（香川県）、宮嶋幸子（熊本県）
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　全専各連では専修学校制度制定３０周年記念事業の一環

として、記念誌「職業教育をになう－専修学校３０年のあ

ゆみ」を１２月に発行しました。

　制度制定３０周年を経た専修学校は、３年制高等課程修

了者の大学入学資格、２年制専門学校修了者の専門士の

称号、大学編入学資格、４年制専門学校修了者の高度専

門士の称号、大学院入学資格など、様々な制度の改正に

より、職業教育をになう高等教育機関、そして国民の多

様な学習ニーズに応えて学びの場を提供する生涯学習機

関として発展してきました。

　本誌はこうした経緯を、データや写真を豊富に盛り込

んで、分かりやすくまとめたもの。

　巻頭のカラーページでは、専修学校の制度や役割など

を紹介。本文は第１章「誕生期」（１９７５年～１９８４年）、第２

章「発展期」（１９８５年～１９９４年）、第３章「充実期」（１９９５年

～２０００年）、第４章「次代創造期」（２００１年～２００５年）の４

部で構成。各章ごとに専修学校が充実・発展してきた重

３０周年記念誌「職業教育をになう－専修学校３０年のあゆみ」を刊行

要な事項を柱に、専修学校制度を広く社会にアピールす

る内容となっており、特に第４章では、「職業教育のかな

め」としての専修学校のあるべき方向性を提示しました。

　Ａ４判、１４０ページ。

　なお、本誌は電子データ化し本会のホームページに掲

載中。
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財団法人専修学校教育振興会

http://www.sgec.or.jp

 J  検   http://www.sgec.or.jp/jken

B 検   http://www.sgec.or.jp/bken

　９月２９日、東京都・ルポール麹町を会場として専教振第

８７回理事会が開催された。出席者は委任状を含め１７名。鎌

谷秀男理事長の開会あいさつの後、寄附行為の規定により

鎌谷理事長が議長となり、議事録署名人に大橋啓一常務理

事、闍山哲信理事を選出し、議事に入った。

（１）役員の在任年齢に関する規程の整備について（審議

専教振第８７回理事会を開催
事項）

　事務局が配付資料をもとに「役員の在任年齢に関する規

程」について説明した。規程の解釈や考え方などについて

質疑応答が行われたほかは特に異議はなく、出席者全員こ

れを拍手承認した。

（２）平成１７年度事業中間報告（報告事項）

　保険事業について、配付資料に基づき、大橋保険事業担

当常務理事から、今年度の学生生徒災害傷害保険加入状況

の報告、個人情報漏えい保険の概要説明が行われた。続い

協会等事務局移転のお知らせ
　下記の事務局が移転しましたので、お知らせいたし

ます。

（社）新潟県専修学校各種学校協会

〒９５１－８０６１新潟市西堀通３－７９９マンション西堀カメリ

ア９０５号

ＴＥＬ：０２５－２２２－８７９８・ＦＡＸ：０２５－２２２－８８３５

　文部科学省において、以下のとおり人事異動があり

ましたのでお知らせいたします。

　平成１７年７月２５日・専修学校教育振興室第一係長・

小林克嘉氏→横田愛氏

　平成１８年２月１日・生涯学習推進課長・鑿原靖氏→

闍橋道和氏。

文部科学省人事異動のお知らせ
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　１１月３０日から１２月２日までの３日間、東京都・ホテルフ

ロラシオン青山を会場として、専教振主催「専修学校等教

職員向けキャリア・サポート・マインド養成講座（ＣＳＭ

講座）」【東京会場】が開催された。本講座は、専修学校等

でのキャリア・サポート＜学生生徒が自分自身のキャリア

（仕事人生）を主体的に設計・選択・決定できるように支

援すること＞を推進するために、教職員が有すべきマイン

ド（態度や姿勢・考え方）を養成することを目的としてい

る。

　講師は、専教振認定ＣＳＭトレーナーの小林智明ＮＰＯ

日本キャリア・カウンセリング研究会・学校プロジェクト

委員。受講者は全国より参加した専修学校等教職員２２名。

　講座はカリキュラムに基づき、１日目は「若者を受け止

めよう」、「仕事、キャリア、キャリア開発」、２日目は

「キャリア・サポートのためのコミュニケーションスキル」、

「自己理解の促進」、３日目は「職業理解とキャリア・ガイ

ダンス」、「キャリア・サポートの姿」をテーマに進められ

た。

　なお、同内容の講座【大阪会場】が２月１５日から１７日ま

での３日間、大阪府・天満研修センターにおいて、受講者

１３名を得て開催された。講師は同じくＣＳＭトレーナーの

船山世界日本電子専門学校就職部長。

　両会場とも、グループワークを中心とした体験学習スタ

イルによって所定の全プログラムを実施し、全日程を終了。

今後、講座の修了を認められた者は、専教振により「キャ

リア・サポーター」として認定される。

て検定事業について、配付資料に基づき、福田益和検定事

業担当常務理事が、検定事業統括会議の設置経緯及び組織

体制の状況について報告を行った。また研修研究事業につ

いて、配付資料に基づき、自己点検・評価実施状況調査の

概要を事務局が説明した。

（３）その他（平成１７年度社会教育功労者の推薦）

　文部科学省から推薦依頼のあった「社会教育功労者」の

被表彰者として、出席者全員異議なく稲葉豊副理事長を推

薦することとした。

　以上により、議長が全ての議案の審議、承認を確認し議

事を終了。鎌谷理事長が閉会あいさつを述べ、全日程を終

了した。
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キャリア・サポート・マインド養成講座

専門学校留学生担当者研修会

自己点検・評価研修会

　１月３１日、専教振・全国学校法人立専門学校協会の共催

により、専門学校留学生担当者研修会【大阪会場】が大阪

府・天満研修センターにおいて開催された。出席者は約６０

名。

　はじめに、松迫耕始法務省大阪入国管理局留学・就学審

査部門首席審査官が「専門学校留学生の出入国管理の現状

及び諸施策について」をテーマに、出入国管理の現状、外

　１月３１日、専教振・全国学校法人立専門学校協会の共催

により、自己点検・評価研修会【大阪会場】が大阪府・天

満研修センターにて開催された。出席者は約１１０名。

　鎌谷秀男専教振理事長のあいさつに続き、専門学校での

自己点検・評価の取り組み事例として、瀬下享熊本電子ビ

ジネス専門学校長から、組織運営・教育活動を行う上での

基本的な取り組みとしての自己点検・自己評価について、

内本康雄広島工業大学専門学校総務部長からは、「教員の資

質向上をめざして」をテーマに、同校で行われている教員

の目標管理と管理職による授業観察、授業改善アンケート

について発表があった。

　また、杉山誠一（社）静岡県専各振興会自己点検・評価

委員長、（学）東海医療学園理事長からは、静岡県として取

組んだアンケート調査の結果や、作成したガイドラインに

ついて発表。まだ実施していない学校にも着手しやすいと

ころから取り組めるように助言し、実施率の向上に努める

と今後の方針を説明した。

国人の受け入れ、在留資格制度、申請取次ぎ制度、在留関

係諸申請、在留資格取消し制度について説明し、次に津川

龍一氏（上田安子服飾専門学校学生管理課）より「留学生

受け入れの事例発表」が行われた。

　２月３日には、同内容の研修会【東京会場】が東京都・

ホテルグランドアーク半蔵門において、受講者約１１０名を

得て開催された。志々岐剛法務省東京入国管理局留学・就

学審査部門首席審査官が「専門学校留学生の出入国管理の

現状及び諸施策について」をテーマに、我が国の出入国管

理行政の仕組み、申請取次ぎ制度の目的・趣旨、我が国に

おける留学生の就労について、東京入管管区における専門

学校等の適正校率について具体的な数字を述べ、「不法在留

者が５％以上発生する割合は日本語学校が４％なのに、専

門学校は１２％に達している。在籍管理を徹底して欲しい」

と要望。次に町島佳幸氏（日本電子専門学校国際交流室）

より「留学生受け入れの事例発表」が行われた。

　両会場とも活発な質疑応答が行われ、充実した研修内容

であった。
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　情報教育指導者研修会（沖縄会場）が、専教振・沖縄県

専各協会の主催により、文部科学省および沖縄県教育委員

会の後援を得て、那覇市・沖縄産業支援センターで開催さ

れた。同研修会は、昨年１０月から１２月かけて、大阪、新潟、

名古屋、東京、福岡で開催してきたが、今回の沖縄会場が

最終となる。参加者は高等学校の教職員を中心に約８０名。

　沖縄県は情報通信産業の発展に力を入れており、参加者

の情報教育に対する意識は高く、他校の事例や他県の情報

　２月１０日、専教振・全国学校法人立専門学校協会の共催

により、管理者研修会が開催された。会場は、大阪府・大

阪東急ホテル。受講者は全国から約１５０名。

　鎌谷秀男専教振理事長のあいさつに続き、岩佐哲也内閣

府規制改革・民間開放推進室企画官が「規制改革・民間開

放の考え方と取組み」と題し、規制改革・民間開放に向け

た政府の取り組みや具体的事例、今後の動きなどについて

講演。続いて、澤川和宏文科省専修学校教育振興室長が

「最近の専門学校を取り巻く情勢」をテーマに、昨年９月

に行われた高度専門士、大学院入学資格付与の告示に関連

して、該当校に対して文科省が行った調査結果や、問い合

わせの多い内容について説明を行った。

　講演終了後には質疑も多く寄せられ、関心の高さをうか

がわせ、盛会のうちに全日程を終了した。

　２月１６日から１７日の２日間、東京都・アルカディア市ヶ

谷を会場に１２０名の受講者を迎え、第１０回ビジネス教育事

例発表研修会が開催された。

　岩谷伸一ビジネス能力検定専門委員会委員長の開会のあ

いさつに続き事例発表が始まった。事例発表のタイトル、

講師は次のとおり。

　第１日目（１６日）

　特別発表漓文部科学省補助事業『社会の求める介護福祉

士と専門学校の役割』福祉系専門学校におけるビジネス教

育のあり方プロジェクト・久門道利（日本福祉教育専門学

校）、梅野文子（長野社会福祉専門学校）、東海林初枝（仙

台医療福祉専門学校）。特別発表滷『ヒューマンスキルプロ

グラムを応用したビジネス教育とパーソナリティ診断』有

吉聖治（専門学校ビーマックス）、特別発表澆『２００６年版

ビジネス能力検定カリキュラム改訂について』ビジネス能

力検定専門委員会、事例発表漓『「若者をハッピーに」－本

校における人間教育の取り組み－』高橋豊（船橋情報ビジ

ネス専門学校）、事例発表滷『「好き」を仕事にするという

こと～他者への意識を育む～』矢崎輝彦（日本アーツオブ

ビューティ専門学校）、事例発表澆『高校教育の現場で活

かすビジネス教育』佐藤正久（聖ドミニコ学院高等学校）

　第２日目（１７日）

　特別講演『今、この瞬間に企業は４０万人に何を伝えてい

るのか－学生の皆さんに－』大倉通宏（株）資生堂人事部

人材育成グループ課長、事例発表潺『短大におけるＢ検２

級対策講座の試み』羽賀芳秋（実践女子短期大学）、事例

発表潸『即戦力になる人材育成～ビジネス教育の徹底から

～』伊藤裕敏（ホンダ関西自動車整備専門学校）、事例発

表澁『何事にも心を込めて・・・最高の医療事務士を目指

して　～できます�　やります�　させて下さい�～』比

嘉静代（専門学校那覇日経ビジネス工学院）。

　なお、同内容の研修会【東京会場】を２月３日、東京

都・ホテルグランドアーク半蔵門において、受講者約１２０名

を得て開催。中村徹専教振研修・研究担当常務理事のあい

さつに続き、事例発表は、木村強一宮城県理容美容専門学

校長、掛川康晴中央情報経理専門学校副校長が行い、また、

大阪会場同様、（社）静岡県専各振興会の取り組みについて

も発表が行われた。東京会場も充実した内容の事例発表と

なり、盛会のうちに閉会となった。

管理者研修会

情報教育指導者研修会
沖縄会場

教育の状況などを熱心に聞き入っていた。

　情報教育プログラム・講師等は次のとおり。

　特別講演「企業の求める情報教育」田代光記（株）ＣＳ

Ｋコミュニケーションズ取締役、講演「首都圏の教科情報

の取組状況と問題点」鈴木洋光（専修学校教育振興会）、

パネルデスカッション「高等学校情報教育の現状と今後の

展開」コーディネーター・稲垣純一沖縄県専各協会委員、

パネラー・山城絹江沖縄県立那覇商業高等学校教諭、呉屋

良武沖縄県立美来工科高等学校教諭、上杉兼司沖縄尚学高

等学校教諭、小島淳子神奈川県立横浜清陵総合高等学校教

諭、吉田史明神奈川県立神奈川総合高等学校教諭。

第１０回ビジネス教育
事例発表研修会
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Ｊ検　第２４回情報処理活用能力検定

Ｂ検　第１９回ビジネス能力検定

第３３回電卓・ポケコン技能検定
　第３３回電卓・ポケコン技能検定（全国工業専門学校協会

主催）が１１月２７日、全国７会場で実施された。結果は以下

のとおり。

　３級　出願者数５２名、受験者数４５名、合格者数４５名、合

格率１００.０％

　２級　出願者数９５名、受験者数９３名、合格者数７３名、合

格率７８.５％

　１級　出願者数９名、受験者数９名、合格者数４名、合

格率４４.４％

　プログラム級　出願者数２０名、受験者数１８名、合格者数

１７名、合格率９４.４％

　平成１７年１２月１１日（日）、文部科学省認定第２４回情報処

理活用能力検定（Ｊ検）が実施された。受験状況・結果は

次のとおり。

　出願団体数 ２９５団体

　会場数　  ２７０会場

　出願者総数 ２１,８８９名

　　３級 出願者数 ９,５１３名

  受験者数 ８,６５８名

  合格者数 ６,５４６名

  合格率 ７５.６％

　　準２級　出願者数 ５,８８２名

  受験者数 ５,１８８名

  合格者数 ２,４７６名

  合格率 ４７.７％

　　２級　　出願者数 ５,５７８名

　　　　　　受験者数 ４,９１４名

　　　　　　合格者数 １,４４８名

  合格率 ２９.５％

　　１級　　出願者数 ９１６名

　　　　　　受験者数 ７５７名

　　　　　　合格者数 １０３名

  合格率 １３.６％

　平成１７年１２月４日（日）、文部科学省認定第１９回ビジネ

ス能力検定（Ｂ検）が実施された。受験状況・結果は次の

とおり。

　出願団体数  ３９３団体

　会場数　  ３４３会場

　出願者総数　  ３７,７９５名

　　３級 出願者数 ３０,２２９名

　　　　　 受験者数 ２７,８０６名

　　　　 合格者数 ２２,６９１名

　　　 合格率　 ８１.６％

　　２級　 出願者数　 ６,８５１名

　　　　 受験者数　 ６,１３７名

　　　 合格者数　 ２,５７６名

  合格率　　 ４２.０％

　　１級（１次） 出願者数 ７０１名

  受験者数　　 ６２７名

  合格者数　　 １３０名

  合格率　　　 ２０.７％

　　　　（２次） 受験者数　 １４９名

  合格者数　　 ９３名

  合格率（最終） １４.８％

文部科学省後援Ｂ検（ビジネス能力検定）のご案内
http://sgec.or.jp/bken

文部科学省後援Ｊ検（情報処理活用能力検定）のご案内
http://sgec.or.jp/jken

前期　平成１８年７月２日（日）
実 施 級：２級、３級
出願期間：平成１８年４月１日（土）～５月２３日（火）
受 験 料：２級３,８００円、３級２,８００円

後期　平成１８年１２月３日（日）
　　　実施級：１級（１次）、２級、３級

前期（現制度）　平成１８年６月１８日（日）
実 施 級：２級、準２級、３級
出願期間：平成１８年４月１日（土）～５月１１日（木）
受 験 料： ２級４,０００円、準２級３,８００円、３級３,５００円
後期（新制度）　平成１８年１２月１０日（日）
　　　　　　　情報活用試験１級・２級・＊３級
　　　　　　　　＊３級：団体限定・期日指定。平

成１９年度より一般試験実施
　　　　　　　平成１９年２月４日（日）
　　　　　　　情報システム試験・情報デザイン試験

お問い合わせ　財団法人専修学校教育振興会　検定試験センター　�〒１０２－００７３　東京都千代田区九段北４－２－９
Ｔｅｌ.０３－５２７５－６３３６　ｆａｘ.０３－５２７５－６９６９
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役員会・総会等

●全専各連定例総会

平成１８年６／１４（水）

東京都・アルカディア市ヶ谷

●全国学校法人立専門学校協会定例総会

平成１８年６／１５（木）

東京都・アルカディア市ヶ谷

●全国個人立専修学校協会定例総会

平成１８年６／２２（木）

東京都・ルポール麹町

ブロック会議

●中国ブロック会議

平成１８年７／１１（火）

広島県広島市・広島プリンスホテル

●近畿ブロック会議

平成１８年７／１９（水）

大阪府大阪市・太閤園

●九州ブロック会議

平成１８年７／２１（金）～２２（土）

大分県別府市・ホテル白菊

●四国ブロック会議

平成１８年８／３（木）～４（金）

香川県高松市・高松国際ホテル

●中部ブロック会議

平成１８年８／２４（木）～２５日（金）

静岡県焼津市・松風閣

●北関東信越ブロック会議

平成１８年８／２８（月）～２９（火）

群馬県草津温泉・ホテル櫻井

●東北ブロック会議

平成１８年９／７（木）～８（金）

山形県山形市・ホテルメトロポリタン山形

●北海道ブロック会議

平成１８年９／２９（金）

北海道札幌市・札幌ガーデンパレス

●南関東ブロック会議

平成１８年１０／２０（金）

神奈川県横浜市・崎陽軒

その他会議

●事務担当者会議

平成１８年４月２０日（木）

東京都・アルカディア市ヶ谷

検定試験等

●文部科学省後援・第２５回情報処理活用能力検定（Ｊ検）

前期試験（現行制度）

平成１８年６／１８（日）

【２級・準２級・３級】

●第３４回電卓・ポケコン技能検定

平成１８年６月２５日（日）

●文部科学省後援・第２０回ビジネス能力検定（Ｂ検）

【２級・３級】

平成１８年７／２（日）

●第２０回色彩士検定

【１級実技・３級】

平成１８年９／１０（日）

●第１８回観光英語検定

【１級１次・２級・３級】

平成１８年１０／２９（日）

●第３５回電卓・ポケコン技能検定

平成１８年１１月２６日（日）

　第１８回色彩士検定試験（全国美術デザイン専門学校教育

振興会主催）が９月１１日、全国５４会場で実施された。結果

は以下のとおり。

　＜３級＞出願者数１,９８１名、受験者数１,８０５名、合格者数

１,３２６名

　＜１級実技＞出願者数２１名、受験者数１９名、合格者数５

名

　また、第１９回同試験（３級・２級・１級理論）が１月２２

日、全国６０会場で実施された。結果は以下のとおり。

　＜３級＞出願者数２,１５３名、受験者数１,９６９名、合格者数

１,６３２名

　＜２級＞出願者数４６２名、受験者数４２５名、合格者数２１９

　第１７回観光英語検定（全国語学ビジネス観光教育協会主

催）が１０月３０日（３級、２級、１級１次）、１２月１１日（１級

２次）に実施された。各級の試験結果は以下のとおり。

 ３級 出願者数４,５８２名、受験者数４,１２９名、合格者数

２,５２２名、合格率６１.１％

 ２級 出願者数２,９２３名、受験者数２,６７４名、合格者数

１,３１２名、合格率４９.１％

 １級 出願者数１３３名、受験者数１１４名、合格者数５３名、

合格率４６.５％

名

　＜１級理論＞出願者数２２名、受験者数２１名、合格者数４

名

第１８回・１９回色彩士検定試験

第１７回観光英語検定

平成１８年度年間予定日程
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●文部科学省後援・第２１回ビジネス能力検定（Ｂ検）

【１級１次・２級・３級】

平成１８年１２／３（日）

●文部科学省後援・情報処理活用能力検定（Ｊ検）

後期試験（新制度）

【情報活用試験１級・２級】

平成１８年１２／１０（日）

●第１８回観光英語検定

【１級２次】

平成１８年１２／１０（日）

●第２１回色彩士検定

【１級理論・２級・３級】

平成１９年１／１４（日）

●文部科学省後援・情報処理活用能力検定（Ｊ検）

後期試験（新制度）

【情報システム試験・情報デザイン試験】

平成１９年２／４（日）

その他

●第１６回全国高等専修学校体育大会

平成１８年７／２６（水）～２８（金）

山梨県・富士北麓公園

●第２６回全日本珠算技能競技大会

平成１８年７／２９（土）～３０（日）

愛知県・名鉄犬山ホテル

●第１８回全国生涯学習フェスティバル「まなびピア茨城」

平成１８年１０／５（木）～９（月）

茨城県・茨城県立県民文化センター他

●第２４回全国専門学校英語スピーチコンテスト

平成１８年１２／４（月）

東京都

　「国の教育ローン」は、教育にかかる家庭の経済的な

負担の軽減と教育の機会均等を図るために、国によって

創設された融資制度です。

　「国の教育ローン」は、専修学校等の入学時のみなら

ず在学中の教育費用についても取り扱いができることな

どから、昭和５４年に制度が発足して以来、これまでに延

べ３８０万人の方々にご利用いただいております。

　ご利用いただける方は、世帯の年間収入が給与所得者

については９９０万円以内（事業所得者は７７０万円以内）で、

専修学校・各種学校等へ入学・在学される方の保護者で

す。（ご親族またはご本人様でもご利用いただける場合が

あります）

▽ご融資金額＝学生・生徒お１人につき２００万円以内

▽お使いみち

　学校に入学・在学するために必要となる次の資金

　○学校納付金（入学金、授業料、施設設備費など）

　○受験にかかった費用（受験料、受験時の交通費・宿

泊費など）

　○アパート・マンションの敷金・家賃など

　○教科書代、学習用品費、パソコン購入費、通学費用、

学生の国民年金保険料など

（注）１．１年分の費用が、ご融資の対象となります。

　　　２．入学資金については、入学される月の翌月末

までの取扱となります。

▽利率＝１.８５％（平成１８年２月１０日現在）

▽返済期間＝１０年以内（交通遺児家庭・母子家庭の方は

１１年以内）

▽据置期間＝在学期間内で元金のご返済を据置くことが

できます。（ご返済期間に含まれます）

▽返済方法＝毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済、

ステップ返済も可）

▽保証＝（財）教育資金融資保証基金または連帯保証人

１名以上

　＊（財）教育資金融資保証基金による保証をご利用いた

だく場合は、別途保証料（年１.０％相当）が必要です。

▽お申し込み窓口＝国民生活金融公庫各支店または最寄

りの金融機関の窓口

　お問い合わせは、国民生活金融公庫の教育ローンコー

ルセンターまで。また「国の教育ローン」に関する情報

を、２４時間応対が可能な「国の教育ローン」テレフォ

ン・ＦＡＸサービスでご提供しております。

●教育ローンコールセンター　０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）

　ナビダイヤルがご利用いただけない場合　０３（５３２１）８６５６

●テレフォンＦＡＸナンバー　東　京　０３（３２４２）８７３９

　　　　　　　　　　　　　　名古屋　０５２（２２２）８７３９

　　　　　　　　　　　　　　大　阪　０６（６５４１）８７３９

　ホームページからもお申込いただけます。

●ホームページアドレス

　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｋｏｋｕｋｉｎ.ｇｏ.ｊｐ／

　携帯電話用ホームページアドレス

　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ３１.ｏｃｎ.ｎｅ.ｊｐ／～ｎｌｆｃ＿ｋｙｏｕｉｋｕ／

国民生活金融公庫
「国の教育ローン」のご案内
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このほか、新試験に関する情報は順次Ｊ検ホームページ等に公開していく予定です。 
ホームページURL：http://www.sgec.or.jp/jken　　　お問い合わせ：検定試験センター　TEL.03-5275-6336

■ 情報処理活用能力検定（Ｊ検）を改定し、「情報活用試験」「情報システム試験」「情報デザ 
　イン試験」としてそれぞれ独立した試験制度で実施。 
　※前期試験（６月１８日実施）は現行制度にて実施いたします。 

■ 新試験体系 

■ 新試験の内容 

■ 新試験概要 

Ｊ検は１８年度後期から試験制度を改定 
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【お問い合わせ先】
　『取扱代理店』
　　財団法人専修学校教育振興会損害保険特設代理店
　　（株）第一成和事務所
　　〒１０３－８２１４　東京都中央区日本橋本町３－８－３　東硝ビル
　　℡　０３－５６４５－１０７１

� がＹａｈｏｏインターネット検定に！Ｊ検  （情 報処理活用能力検 定） 
　 　

Ｂ検  （ビ ジ ネ ス 能 力 検 定） 
　 　

Ｊ検・Ｂ検がアップされているのは、「実力養成コース）」のページ。
Ｊ検は無料ミニテスト、３級コース（有料）の２コース

Ｂ検は無料ミニテスト、２級コース（有料）、３級コース（有料）の３コース
Ｊ検・Ｂ検の試験問題をｗｅｂ用にアレンジした問題が体験できます。

ぜひ、アクセスしてみてください。

Ｙａｈｏｏ！　ＪＡＰＡＮ　トップページ　→　暮らす　→　ネット検定　→
実力養成コース　→　情報処理活用能力検定（Ｊ検）・ビジネス能力検定（Ｂ検）

○加入手続き
　　専用の「専修学校各種学校個人情報漏えい保険学校集計報告書」に学生生徒数、タイプ、およ
び保険料をご記入のうえ、＜郵便局講座番号＞００１００－１－４２７３４８、＜口座名＞財団法人専修学
校教育振興会個人情報漏えい保険係、までお振込みください。保険金の着金と加入申込書が確認
できたのちに、加入証を送付します。

　平成１７年１０月から個人情報保護法に対応した「個人情報漏えい保険」が開始されました。
　特徴は、
　①財団法人専修学校教育振興会が契約者となるため、安心してご加入いただけます。
　②賠償責任だけでなく、各種費用も補償いたします。
　③学校ごとに学生生徒数に応じた保険料設定をしております。

○補償内容（２つの補償で構成されております）
　①賠償責任部分：個人情報の漏えいに起因して、貴校が法律上の賠償責任を負担することによって被

る損害をてん補します。（損害賠償金、争訟費用）
　②費 用 部 分：個人情報が漏えいし、貴校が事故への対応のために支出した必要不可欠な各種費用

について保険金をお支払いいたします。（謝罪広告・会見費用、お詫び状作成・送付
費用、見舞金・見舞品購入費用：送付先１件あたり５００円、コンサルティング費用：
１事故あたり３００万円〈Ａタイプ加入の場合は１００万円〉、コールセンター費用）

個人情報漏えい保険のご案内

『引受保険会社』

東京海上日動火災保険株式会社

○支払限度額・自己負担額

事故負担金
（免責金額）

てん補限度額
ご契約タイプ 費用部分

（１事故・期間中）
賠償責任部分
（１請求・期間中）

賠責・費用ともに
１事故につき
各２０万円

１００万円
（縮小てん補９０％）１０００万円Ａタイプ

３００万円
（縮小てん補９０％）３０００万円Ｂタイプ

１０００万円
（縮小てん補９０％）１億円Ｃタイプ

＊縮小てん補９０％とは「損害金額から免責金額を控除した額の９０％を補償
する」ということです。（例えば、Ｂタイプご加入の場合で、費用部分の
対象となる損害が２３０万円発生したとすると（２３０万円－２０万円）×９０％＝
１８９万円の費用保険金をお支払いします。）

平成１８年４月より
○年間保険料　学校単位での加入となります。

ＣタイプＢタイプＡタイプ学生生徒数
１００，０００円５０，０００円３０，０００円～３５０名

保険料は３５１～５００名
第一成和事務所に５０１～１０００名
ご照会ください。１００１名～

＊学生生徒数は、昨年度（平成１７年度）文部科学省が実施した
「学校基本調査」で回答している学生生徒数とします。
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